
【取組内容】 カメラ機能を用いた「気づく力」と「つなぐ力」の育成

東大阪市立布施小学校【指定校】

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【課題設定】
・自分の動きと，友達の動きや動画
教材の動き，動きのポイントなどを
比べて，より良い動きを身につける。

【情報収集】
・自分の動きを動画で撮影する。
・撮影した動画を友達や先生に見て
もらいアドバイスをもらう。
・同じ技に挑戦している友達や動画
教材を見て，技のポイントの情報を
集める。

【整理・分析】
・同じ技に挑戦している友達や，動
画教材やポイントなどと自分の動き
を比較して，自分のより良い動きに
つながる情報を整理する。

【まとめ・表現】
・整理・分析で見えたポイントを意
識して，技に再挑戦する。
→次の課題が出てくるので，課題設
定に戻る。
→技の完成度が十分になったら，次
の技にチャレンジする。

【ふりかえり】
・スプレッドシートにふり返りを記
入し、次の学習につなげていく。

実践例3年生『マット運動』

【気づく力】【つなぐ力】
班で動画教材から学ぶ 【気づく力】動画を撮影

【気づく力】動画を撮影
【つなぐ力】動画をもとに話し合う

【気づく力】【つなぐ力】
共同編集での振り返り 【気づく力】次の課題を設定
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